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①防犯体制の強化
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事
業
名

防犯体制整備事業
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　防犯体制整備事業は、自主防犯団体と連携しこどもの見守
り活動、防犯活動を行うとともに、青色回転灯車による防犯
パトロールを実施するものです。
　今後も、引き続き、自主防犯団体について加入を促進しま
す。

交通防犯課

指標

平成30年度実績値 182団体 進捗率 95.8% 評価 Ａ

自主防犯登録団体数
現状値（平成25年度） 177団体
目標値（平成31年度） 198団体（全自治会）
平成30年度目標値 190団体

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）190団体
《平成30年度目標値設定の考え方》
　団体数については、例年の平均的な新規加入団体数から算出しました。
《平成30年度の実施予定》
4月～5月にかけ、既存の自主防犯活動団体や未加入の自治会あて申請書を送付し、登録の働きかけを実
施します。
　自主防犯活動団体の中から青色回転灯車でのパトロールを行う団体の募集も実施する。また、広報か
すかべでの募集も行います。

実
施
内
容

　4月～5月にかけ未加入の自治会あて申請書を送付
平成30年5月、自治会連合会総会にて、青パト入会説明及び資料配布を実施
広報かすかべ10月号で掲載

予
算

平成30年度

予算額 決算額1,050 千円 818,686

防犯システム設置事
業

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 10.05件
平成30年度目標値 9.6件
平成30年度実績値 10.2件 進捗率 93.8% 評価

実
施
内
容

Ａ

　防犯システム設置事業は、防犯カメラの適性な維持管理お
よび新規の防犯カメラの設置を検討するものです。
　

交通防犯課

指標 犯罪率（人口千人あたりの刑法犯認知件数）
現状値（平成25年度） 15.28件

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）9.6件
《平成30年度目標値設定の考え方》
平均的に減少することを踏まえて算出しました。
《平成30年度の実施予定》
設置済みの街頭防犯カメラの維持管理を行うとともに、通学路における街頭防犯カメ
ラ設置に向けて準備を進めます。

街頭防犯カメラ点検及び清掃：43箇所
市役所、警察、学校による通学路の危険箇所点検を実施

予
算

平成30年度

予算額 決算額 1,296,000
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事
業
名

基
本
目
標
3
　
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

1,296 千円
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担当
課

円

担当
課

円88,146

千円 51,300

― 評価 Ａ

①防犯体制の強化

　うごく子ども１１０番は、児童・生徒の安全な登下校を確
保することを目的とし、関係機関の公用車などに「うごく子
ども１１０番」のステッカーを貼ることで、子どもたちの不
測の事態に備え、緊急の連絡や避難できる場所を確保するも
のです。
　今後も、引き続き、関係機関や協力団体と連携し、｢うご
く子ども１１０番｣活動の認識を高めます。学校総務課

指標 ―
現状値（平成25年度） ―

実
施
予
定
内
容

《平成30年度の実施予定》
　関係機関や協力団体と連携し、「うごく子ども110番」活動の認識を高めるため、
「うごく子ども110番」のステッカーを購入し、関係機関や協力団体の車両に貼り、活
動の推進、啓発に努めます。
特に今年度は、協力団体への呼びかけを強化するなど、事業の推進を図ります。
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事
業
名

うごく子ども110番
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ―
平成30年度目標値 作成・配布枚数：50枚
平成30年度実績値 作成・配布枚数：50枚 進捗率

実
施
内
容

　うごく子ども110番ステッカーを作成し、劣化している教育委員会等の車両のステッ
カーの更新を行いました。（更新枚数：50枚）

予
算

平成30年度

予算額 決算額65
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事
業
名

学校警察連絡協議会
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 500人
平成30年度目標値 450人
平成30年度実績値 169人 進捗率 37.6% 評価 Ｂ

　学校警察連絡協議会は、子どもを犯罪の被害から守るた
め、情報交換・共通理解など、関係機関との連携を図るもの
です。
　今後も、引き続き関係機関や地域、学校が連携の強化を図
り、充実に努めます。

指導課

指標 講演会への参加人数
現状値（平成25年度） 400人

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）450人
《平成30年度目標値設定の考え方》
　参加人数に関しては、学警連の事業である「青少年健全育成地域の集い」に小・
中・高等学校、地域の方に参加いただき、実践発表や講演により青少年の健全育成を
はかるために必要であるという観点から設定しました。
《平成30年度の実施予定》
　平成31年2月７日(木）、庄和市民センター正風館にて実施します。

実
施
内
容

・市内小学校ＰＴＡ、小学校、中学校、高等学校から4団体が実践発表。
・実践発表に対する講評及び講演会を実施。

予
算

平成30年度

予算額 決算額107 千円
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事
業
名

防犯教室・防犯研修
会

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ―
平成30年度目標値 ―
平成30年度実績値 ― 進捗率 ― 評価 Ａ

　防犯教室・防犯研修会は、児童生徒が犯罪の被害に遭わな
いようにするため実施するものです。
　現在、市内の全小中学校で防犯教室や防犯研修会が実施さ
れており、今後も各学校の工夫により内容の充実を図りま
す。

指導課

指標

・年間1,070回、延べ3,671人

予
算

平成30年度

予算額 決算額

―
現状値（平成25年度） ―

実
施
予
定
内
容

《平成30年度の実施予定》
　各校の実態に応じて関係機関から講師を招き、防犯教室や非行防止教室等を実施
し、児童生徒の健全育成を支援します。

実
施
内
容

・各校の実態に応じて関係機関から講師を招き、防犯教室や非行防止教室等を市内全
小・中学校において実施しました。

予
算

平成30年度

予算額 決算額
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　非行防止パトロールは、年間を通した非行防止パトロール
を各地区の補導会・育成会に委託して実施するものです。
　今後も、各地区の実状に合わせて、パトロール活動の充実
を図ります。

こども政策課

指標 パトロールの実施回数
現状値（平成25年度） 1,188回

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）2,100回
《平成30年度目標値設定の考え方》
　総合振興計画の目標値に準じ、29年度までは120回ずつ増加。（30年度は2,100回を
維持）
《平成30年度の実施予定》
　市内8地区の補導会・育成会と委託契約を行います。
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事
業
名

非行防止パトロール
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 2,100回
平成30年度目標値 2,100回
平成30年度実績値 1,070回 進捗率 51% 評価

①防犯体制の強化

― 千円

831 千円

Ｂ

実
施
内
容
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事
業
名

防犯パトロール
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ―
平成30年度目標値 ―
平成30年度実績値 ― 進捗率 ― 評価 Ａ

　防犯パトロールは、各小中学校のＰＴＡにおいて、自転車
などへのプレートの掲示による、犯罪抑止活動を行うもので
す。
　現在、市内の小中学校のＰＴＡで実施されており、今後も
引き続き、活動の継続を支援します。

社会教育課

《平成30年度の実施予定》
　市内小中学校ＰＴＡの活動を支援します。

― 千円

現状値（平成25年度） 1,255箇所

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）　1,260箇所
《平成30年度目標値設定の考え方》
　現状値を伸ばした数値（1,260箇所）を維持。
《平成30年度の実施予定》
　市ＰＴＡ連合会の活動を支援するとともに、市ＰＴＡ連合会と防犯協会の連携を支
援します。

実
施
内
容

　市ＰＴＡ連合会の活動としＰＴＡ連合会と防犯協会の連携支援

予
算

平成30年度

予算額 決算額

指標 プレート設置箇所数

指標 ―
現状値（平成25年度） ―

実
施
予
定
内
容

決算額― 千円

実
施
内
容

市内小中学校ＰＴＡの活動を支援しました。

予
算

平成30年度

予算額

事
業
名

こどもかけこみ110
番

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　こどもかけこみ110番は、店舗や一般家庭などにプレート
の設置を依頼し、子ども達が事件などに遭遇した際に、駆け
込んで助けを求めることが出来る場を確保するものです。
（市Ｐ連、防犯協会事業）
　今後も、引き続き、活動の継続を支援します。

①防犯体制の強化

社会教育課
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目標値（平成31年度） 1,260箇所
平成30年度目標値 1,260箇所
平成30年度実績値 1,226箇所 進捗率 97.3% 評価 Ａ
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①みんなで支える次世代の親づくり
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事
業
名

地域とのふれあい
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　地域とのふれあいは、保育所（園）において、園庭を開放
することにより、地域の子どもや親たちに、他の子どもとの
ふれあいを通し、子育て支援を実施するものです。また、地
域の人を対象に講演会を開催するものです。
　今後も、引き続き、あらゆる機会を活用して、地域との連
携を図ります。

保育課

指標

平成30年度実績値 10,885人 進捗率 136.1% 評価 Ａ

参加人数
現状値（平成25年度） 1,000人
目標値（平成31年度） 1,500人
平成30年度目標値 8,000人

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）参加人数：8,000人
《平成30年度目標値設定の考え方》
　昨年度の参加人数を参考に算出しました。
《平成30年度の実施予定》
　公立保育所では地域交流会、民間保育所では園庭解放や保育所地域活動事業による
地域の子育て家庭への育児講座などを実施します。

実
施
内
容

地域交流会　2,146人
保育所地域活動事業への参加人数　8,739人

予
算

平成30年度

予算額 決算額― 千円 0
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事
業
名

中学生社会体験チャ
レンジ事業

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ―
平成30年度目標値 ―
平成30年度実績値 ― 進捗率 ― 評価 Ａ

　中学生社会体験チャレンジ事業は、市内中学１年生を対象
に、望ましい職業観や勤労観を育て、社会性や自立心を養う
ため、市内事業所において３日間の社会体験活動を行うもの
です。
　現在、市内の全中学校で社会体験チャレンジ事業は実施し
ており、今後は、新たな受け入れ事業所を開拓し、生徒一人
ひとりが目的を達成できるよう支援します。

指導課

指標 ―
現状値（平成25年度） ―

実
施
予
定
内
容

《平成30年度の実施予定》
　望ましい職業観や勤労観をはぐくむため、市内事業所において、11月7日～9日の3日
間の社会体験活動を実施します。

実
施
内
容

・市内380事業所において、11月7日～9日の3日間の社会体験活動を実施。

予
算

平成30年度

予算額 決算額
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930 千円
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事
業
名

少人数指導
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ―
平成30年度目標値 ―
平成30年度実績値 ― 進捗率 ― 評価 Ａ

　少人数指導は、児童生徒や学校の実態を踏まえ、一人ひと
りに応じたきめ細かな指導の充実を図るものです。
　現在、市内の全小中学校で個に応じたきめ細かな指導の充
実は実践しており、今後も、着実に児童生徒一人ひとりの学
力を向上させるため工夫・改善を図ります。

指導課

―

実
施
予
定
内
容

《平成30年度の実施予定》
　個に応じたきめ細やかな指導が充実するよう、35校で少人数指導を実施します。

実
施
内
容

・児童の実態に合わせた少人数指導の実施。
・長期休業中や放課後等を使った補充学習の実施。

予
算

平成30年度

予算額 決算額
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事
業
名

道徳教育
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ―
平成30年度目標値 ―
平成30年度実績値 ― 進捗率 ― 評価 Ａ

　道徳教育は、指導方法や指導体制の工夫及び改善を進め、
児童生徒に道徳的実践力を育成するものです。
　現在、市内の全小中学校で指導方法や体制の工夫改善を実
施しており、今後も児童生徒一人ひとりに豊かな心を育む道
徳教育の充実を図ります。

指導課

指標 ―
現状値（平成25年度） ―

実
施
予
定
内
容

《平成30年度の実施予定》
・中学校での「特別の教科　道徳」の実施に向けて、年間指導計画を作成します。
・道徳推進教師を中心に、道徳教科書や「春日部の道徳」などの資料も活用しなが
ら、校内研修をとおして充実を図ります。

実
施
内
容

・学校毎に中学校「特別の教科　道徳」年間指導計画作成。
・「春日部の道徳」の見直し、作成。
・校内研修の実施。

予
算

平成30年度

予算額 決算額

― 千円

390 千円

②確かな学力の向上
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事
業
名

体育指導
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ―
平成30年度目標値 ―
平成30年度実績値 ― 進捗率 ― 評価 Ａ

　体育指導は、指導方法の工夫及び改善を進め、体育の授業
を充実するものです。
　現在、市内の全小中学校で指導方法の工夫改善が進められ
ており、今後も、児童生徒一人ひとりの体力向上を図る体育
授業の実践につなげていきます。

指導課

指標 ―
現状値（平成25年度） ―

実
施
予
定
内
容

《平成30年度の実施予定》
・小・中学校で授業研究会を実施し、指導法についての研修を行ないます。
・春日部市体力向上推進委員会を2回実施し、市としての課題把握と解決のための協
議、各校での取組の情報交換を行います。
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事
業
名

総合的な学習の時間
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ―
平成30年度目標値 ―
平成30年度実績値 ― 進捗率 ― 評価 Ａ

実
施
内
容

・市内全小・中学校において計画に則って、福祉・環境・国際理解・地域交流など地
域の特色を生かした総合的な学習を実施。

・小・中学校での授業研究会の実施。
・春日部市体力向上推進委員会年3回実施。課題把握と解決のための協議及び情報交
換。

予
算

平成30年度

予算額 決算額

実
施
内
容

― 千円

― 千円

予
算

平成30年度

予算額 決算額

　総合的な学習の時間は、自ら学び、自ら考え、問題を解決
する学習活動を展開し、自己の生き方を考えることができる
児童生徒を育成するものです。
　現在、市内の全小中学校で総合的な学習の時間は実施して
おり、今後も、児童生徒の課題解決能力の育成を図るため、
授業の工夫・改善を図ります。

指導課

指標 ―

②確かな学力の向上

現状値（平成25年度） ―

実
施
予
定
内
容

《平成30年度の実施予定》
・地域の特色も生かしながら、福祉・環境・国際理解・地域交流など多岐にわたって
課題解決能力の育成を図るため、授業の形態や関係者との連携を計画的に進めます。
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事
業
名

学校評議員制度
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ―
平成30年度目標値 ―
平成30年度実績値 ― 進捗率 ― 評価 Ａ

　学校評議員制度は、学校・家庭・地域の連携を深め、一体
となって学校教育を推進するものです。
　現在、市内の全小中学校で制度を実施しており、今後も、
地域の教育力を引き出すために、学校評議員制度を活用し、
学校・家庭・地域の連携を深めます。

指導課

指標

　就学時健康診断は、就学予定者の心身の状況を把握し、保
健上の必要な助言を行うとともに、適正な就学についての指
導を行うものです。
　今後も、学務課や各学校の連携のもと、取り組みます。

指導課

―
現状値（平成25年度） ―

実
施
予
定
内
容

《平成30年度の実施予定》
　学校運営に関し、学校・家庭・地域の連携を深めるため、学校評議員を置きます。

実
施
内
容

・市内全小・中学校に学校評議員を置き、学校評議員会を実施。

予
算

平成30年度

予算額 決算額― 千円

目標値（平成31年度） 100.0%
平成30年度目標値 100.0%
平成30年度実績値 100.0% 進捗率 100% 評価 Ａ

指標 就学予定者の健康診断実施率
現状値（平成25年度） 100.0%

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）100％
《平成30年度目標値設定の考え方》
　実施率に関しては、学校保健安全法により義務づけられています。
《平成30年度の実施予定》
　各小学校において、10、11月で健康診断を実施し、あわせて家庭教育学級を開催
し、就学予定者の心身の状況について指導を行います。

実
施
内
容

・市内全小学校において10月または11月に就学予定者対象に健康診断の実施。欠席者
対象に市保健センターにて健康診断の実施。

予
算

平成30年度

予算額 決算額
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事
業
名

就学時健康診断
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

基
本
目
標
3
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域
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み
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

③各分野の連携による豊かな心身の育成

3,998 千円
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担当
課

円

担当
課

円

1,677,000

0

Ａ

実
施
内
容

　表彰式、運動適正テスト、リーダー育成研修会、親子スポーツのつどい、認定員養
成講習会、認定員研修会、ミニ駅伝大会、母集団育成研修会、スポ少種目別大会、市
民体育祭種目別大会

予
算

平成30年度

予算額 決算額

③各分野の連携による豊かな心身の育成

　スポーツ少年団事業は、スポーツを通じて青少年のこころ
とからだを育てることを目的としている、スポーツ少年団組
織を支援するものです。
　今後も、スポーツ少年団組織の支援を継続し、現状の団員
数の維持を目指します。

スポーツ推進課

指標 登録団員数
現状値（平成25年度） 2,606人

実
施
予
定
内
容

《平成30年度の実施予定》
　スポーツを通じて青少年のこころとからだを育てることを目的としている、スポー
ツ少年団組織を支援します。
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事
業
名

スポーツ少年団事業
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 2,600人
平成30年度目標値 ―
平成30年度実績値 2,098人 進捗率 ― 評価
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事
業
名

自然体験活動
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ―
平成30年度目標値 ―
平成30年度実績値 ― 進捗率 100% 評価 Ａ

　自然体験活動は、全小中学校において、野外体験活動や農
業体験活動など、多様な体験活動を充実するものです。
　現在、市内の小中学校で自然体験活動を実施しており、今
後も、各学校の工夫により、計画的・継続的に実施します。

指導課

指標 ―
現状値（平成25年度） ―

実
施
予
定
内
容

《平成30年度の実施予定》
　林間学校などの野外体験活動や学校ファームでの田植え、稲刈りなどの農作体験活
動を計画的に実施します。

実
施
内
容

・市内小・中学校において夏季に林間学校やスキースクールの実施。
・37校全校が学校ファームを有し、栽培・農業体験活動を実施。

予
算

平成30年度

予算額 決算額

④地域ぐるみの教育力の向上

1,677 千円

― 千円
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事
業
名

校内教育相談
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ―
平成30年度目標値 ―
平成30年度実績値 ― 進捗率 ― 評価 Ａ

　校内教育相談は、関係機関との連携を図りながら、児童生
徒の教育相談、保護者への助言や支援を行うものです。
　現在、市内の全小中学校で相談体制を整備しており、今後
も、各学校の教育相談体制が充実するよう、工夫・改善を図
ります。

指導課

④地域ぐるみの教育力の向上

実
施
内
容

市内8地区全てで家庭教育学級を実施。地区によっては、子育てサロンと同時開催する
など運営を工夫しました。
・幼児期　　　　　　　延べ　23講座　514名
・小学生期・中学生期　延べ　 8講座　530名

予
算

平成30年度

予算額 決算額

指標 ―
現状値（平成25年度） ―

実
施
予
定
内
容

《平成30年度の実施予定》
・全中学校(13校）に設置している「さわやか相談室」を継続し、相談体制をさらに充
実させます。
・スクールカウンセラーを全中学校に配置し、相談者に寄り添う対応を行います。

実
施
内
容

・さわやか相談室における相談者
　　6,386人（延べ人数）
・スクールカウンセラーがかかわった相談者
　　863人（延べ人数）

予
算

平成30年度

予算額 決算額 0

127,137
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　家庭教育学級は、各公民館において、幼児・小学生期・中
学生期のそれぞれの保護者などを対象とした講座を実施する
ものです。
　今後も、参加者のニーズを把握しながら、親子のより良い
関係を築けるよう事業を進めます。

中央公民館

指標 実施地区数
現状値（平成25年度） 7地区

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）8地区
《平成30年度目標値設定の考え方》
実施地区数については、市内８地区、全地区での実施を目標としています。
《平成30年度の実施予定》
　市内8地区すべてで実施を予定しています。
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事
業
名

家庭教育学級
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 8地区
平成30年度目標値 8地区
平成30年度実績値 8地区 進捗率 100% 評価

― 千円

― 千円
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担当
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円

担当
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円

・補助金の交付を行います。
・読み聞かせ公演会、環境浄化活動講演会、非行防止キャンペーン、青少年の地域活
　動の推進、「家庭の日」啓発事業等、市民会議事業の支援を行いました。
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事
業
名

青少年健全育成条例
普及啓発活動

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ―
平成30年度目標値 ―
平成30年度実績値 ― 進捗率 ― 評価 Ａ

　青少年健全育成条例普及啓発活動は、埼玉県青少年健全育
成条例および、春日部市青少年健全育成基本条例の普及、啓
発を行うものです。
　今後も、引き続き、活動の継続を支援します。

こども政策課

指標 ―
現状値（平成25年度） ―

実
施
予
定
内
容

《平成30年度の実施予定》
　青少年育成春日部市民会議や青少年育成推進員協議会とともに、市および県条例の
普及・啓発活動を行います。

こども政策課

指標 青少年育成春日部市民会議の会員数
現状値（平成25年度） 団体・個人あわせて102

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）団体・個人あわせて117
《平成30年度目標値設定の考え方》
　毎年、3団体・個人会員が増加。
《平成30年度の実施予定》
・補助金の交付を行います。
・読み聞かせ研修会、家庭教育講演会、非行防止キャンペーン、青少年の地域活動
　の推進、「家庭の日」啓発事業等、市民会議事業の支援

実
施
内
容

実
施
内
容

　青少年育成春日部市民会議や青少年育成推進員協議会とともに、市および県条例の
普及・啓発活動を行いました。

予
算

平成30年度

予算額 決算額― 千円 0
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事
業
名

青少年育成春日部市
民会議の支援

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 団体・個人あわせて120
平成30年度目標値 団体・個人あわせて117
平成30年度実績値 団体・個人あわせて99 進捗率 84.6% 評価 Ａ

　青少年育成春日部市民会議の支援は、関係機関・団体と連
携し、環境浄化活動、家庭教育活動、青少年体験活動などを
実施している「青少年育成春日部市民会議」の活動を支援す
るものです。
　今後も、組織の周知に力を入れるとともに、各団体が連携
できる事業の実施を促します。

予
算

平成30年度

予算額 決算額 864,000

⑤子どもの健全育成の推進

864 千円
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担当
課

円

担当
課

円

こども政策課

予算額 決算額

83.6% 評価 Ａ

262,000

　青少年育成推進員の支援は、青少年に望ましい地域環境を
作ることを目的として、埼玉県知事より委嘱された「青少年
育成推進員」の活動を支援するものです。
　今後も、委嘱配置目標を下回ることがないよう助言してい
くとともに、各推進員が問題なく活動できるよう支援しま
す。

予
算

平成30年度

平成30年度

予算額 決算額

実
施
予
定
内
容

281,264

⑤子どもの健全育成の推進
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事
業
名

青少年育成推進員の
支援

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 55人
平成30年度目標値 55人
平成30年度実績値 46人 進捗率

指標 青少年育成推進員の人数
現状値（平成25年度） 52人

（平成30年度目標値）55人
《平成30年度目標値設定の考え方》
　現状値から3人増加し、その人数の維持。
《平成30年度の実施予定》
・補助金の交付を行います。
・学校訪問、家庭の日普及活動、非行防止キャンペーン、社会を明るくする運動、
　全体会等、青少年育成推進員協議会の事業および青少年育成推進員の地区活動の支援。

実
施
内
容

・補助金の交付を行います。
・学校訪問、家庭の日普及活動、非行防止キャンペーン、社会を明るくする運動、
　視察研修会等、青少年育成推進員協議会の事業および青少年育成推進員の地区活
　動の支援を行いました。

平成30年度目標値 15人
平成30年度実績値 3人 進捗率

　青少年相談員の支援は、青少年のリーダーとして、埼玉県
知事から委嘱されて、野外活動など青少年の体験活動の機会
の提供を行っている「青少年相談員」の活動を支援するもの
です。
　今後も、市民周知に力を入れるとともに、活動を支援しま
す。

予
算
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事
業
名

青少年相談員の支援
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 15人

262 千円

380 千円

実
施
内
容

・補助金の交付を行います。
・収穫体験、青少年育成春日部市民会議や公民館事業への協力活動等、青少年
　相談員協議会の活動の支援を行いました。

こども政策課

20.0% 評価 Ｂ

指標 青少年相談員の人数
現状値（平成25年度） 5人

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）15人
《平成30年度目標値設定の考え方》
　28年度、30年度の委嘱時に5人ずつ増。
《平成30年度の実施予定》
・補助金の交付を行います。
・収穫体験、青少年育成春日部市民会議や公民館事業への協力活動等、青少年
　相談員協議会の活動の支援。
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担当
課

円34,500

　青少年健全育成事業は、物を作る楽しさを体験してもら
い、共同作業を通じて親子や友人とのふれあいを深め、情緒
と感性を養う場を提供するものです。
　今後、学校以外にもポスターやチラシを掲示し、周知して
参加者の増員を図ります。

中央公民館
＜武里大枝公民館＞

指標 参加者数
現状値（平成25年度）

予
算

平成30年度

予算額 決算額

平成30年度実績値 273人 進捗率 54.6% 評価 Ｂ

青少年健全育成事業
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 180人
平成30年度目標値 500人

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）500人
《平成30年度の実施予定》
　小学生までの子どもを対象に、時期に合った企画を行います。
母の日企画、収穫体験、父の日企画、夏休み科学教室、サマーキッズフェスタ、手打
ちうどん教室、クリスマスケーキ作り、チョコレートケーキ作り、紙飛行機教室、
キッズフェスタinたけさと
計10回

実
施
内
容

未就園児から小学生までを対象に時期にあった企画を実施。
「クッキー作り教室」「収穫体験と簡単料理」「サマーキッズフェスタ」「人形劇く
れよん公演」「クリスマスケーキ作り」　計5回

⑤子どもの健全育成の推進

74 千円

165人
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事
業
名
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担当
課

円

担当
課

円19,224,000
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事
業
名

子育てふれあい公園
リニューアル事業

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 16箇所
平成30年度目標値 14箇所
平成30年度実績値 10箇所 進捗率 71.4% 評価 Ｂ

①子どもの居場所づくり
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事
業
名

学習を目的とした児
童への場所の提供

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　学習を目的とした児童への場所の提供は、地域において児
童が安全に過ごすことができる週末などの居場所づくりを推
進するため、学習を目的とした場所の提供を行うものです。
　今後も、情報ライブラリーにおいて学習を目的とした部屋
を提供し、子どもの居場所を作ります。

市民参加推進課
＜ハーモニー春日部＞

指標

平成30年度実績値 3,386人 進捗率 84.7% 評価 Ａ

情報ライブラリー年間利用者数
現状値（平成25年度） 3,311人
目標値（平成31年度） 5,000人
平成30年度目標値 4,000人

実
施
予
定
内
容

再整備公園数
現状値（平成25年度） 4箇所

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）14箇所
《平成30年度目標設定の考え方》
　面積・地区・時間などの各要件を満たした街区公園に関し、美化協定の締結状況、
地域からの要望などを踏まえ、再整備を行う公園を選出し、再整備を進めます。
《平成30年度実施予定》
　元町公園

実
施
内
容

元町公園再整備工事　1箇所

（平成30年度目標値）4,000人
《平成30年度の実施予定》　情報ライブラリーを学習を目的とした部屋として提供します。
・開放期間：センターの休所日（12/29～1/3）以外は常時開放
・開放時間：8時30分～17時
・利用者数（目標）：4,000人
※指定管理者制度による管理・運営のため予算額は年間の指定管理料を記入。

実
施
内
容

 情報ライブラリーを学習を目的とした部屋として提供。
・開放期間：センターの休所日（12/29～1/3）以外は常時開放
・開放時間：8時30分～21時30分
・利用者数：3,386人
※決算額（見込み）は、年間の指定管理料を記入。

予
算

平成30年度

予算額 決算額42,565 千円 42,564,109

予
算

平成30年度

予算額 決算額

基
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3
　
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

20,000 千円

　子育てふれあい公園リニューアル事業は、子どもから高齢
者までの幅広い世代が一緒にふれあえるような公園の再整備
を行うものです。
　今後も、引き続き１～２箇所/年程度の公園の再整備を目
標にします。

公園緑地課

指標
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担当
課

円

担当
課

円

予
算

平成30年度

予算額 決算額1,776 1,611,503

平成30年度目標値 21校
平成30年度実績値 21校 進捗率 100% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）　21校
《平成30年度目標値設定の考え方》
　実施校を毎年3校ずつ増やします。
《平成30年度の実施予定》
　・放課後子ども教室連絡会議への事業委託。
　・各教室の実行委員会や活動の実施・運営支援。
　・放課後子ども教室運営委員会や情報交換会の開催。

実
施
内
容

・放課後子ども教室連絡会議へ事業を委託たことにより、各教室の円滑な活動を補助
できました。
・市内21校で開催しました。

千円
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事
業
名

放課後子ども教室
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 24校

　放課後子ども教室は、放課後における子どもたちの安心安全な活動場
所を確保し、地域の方々の参画を得て、さまざまな体験・交流活動を実
施するものです。
　今後は、国の「放課後子ども総合プラン」に基づき、全小学校区での
実施に向けて事業の拡充を図ります。また、放課後児童クラブが設置さ
れている小学校区においては、一体型のものとして運営を行っていきま
す。
　また、関係機関や関係部局で構成される運営委員会を設置し、余裕教
室の活用や、放課後児童クラブと放課後子ども教室の連携などについて
検討を行い、事業の充実を図っていきます。社会教育課

指標 実施校数
現状値（平成25年度） 9校
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事
業
名

奉仕･体験活動
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 2,100件
平成30年度目標値 2,100件
平成30年度実績値 ― 進捗率 ― 評価 Ｂ

　奉仕・体験活動は、青少年の奉仕・体験活動（ボランティ
ア活動など）の情報を紹介し、活動参加へのきっかけを作る
ものです。
　今後も、紹介情報の充実を図り、青少年が奉仕・体験活動
に参加しやすい環境を作ります。

社会教育課

指標 青少年奉仕・体験活動ホームページアクセス数
現状値（平成25年度） 1,239件

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）　2,100件
《平成30年度目標値設定の考え方》
　30年度は2,100件を維持
《平成30年度の実施予定》
　・青少年の地域活動・ボランティア活動推進事業を立ち上げる。
　・青少年奉仕・体験活動のＨＰの更新は実施しない。

実
施
内
容

  ＨＰの更新等の実績はなし。ただし、青少年の地域活動・ボランティア活動のきっ
かけづくりのため、ボランティア手帳配布事業としてボランティア手帳(2,612部）
を、また、その評価・表彰活動を推進するため、表彰支援事業として表彰状の用紙
(2,880枚）を希望のあった市内小・中学校へ配布した。

予
算

平成30年度

予算額 決算額― 千円

①子どもの居場所づくり
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3-3心豊かに育つ場づくり

担当
課

円

担当
課

円

12,584,641

181,535,949

②地域の活動・交流拠点づくり

Ａ

評価 Ａ

　子どもを対象とするスポーツ教室などの実施事業は、親の
交流拠点、子どもの居場所・遊び場づくりの観点から、子ど
もやその保護者が参加できる事業を計画し、実施するもので
す。
　今後も、開催曜日や定員などを考慮し、子どもやその保護
者が参加したいと思える教室、イベントなどの事業を計画す
ることで、参加人数の増加を図り、更なるスポーツ・レクリ
エーションの振興に努めます。スポーツ推進課

指標 子どもが参加できるスポーツ教室などの参加者数
現状値（平成25年度） 22,186人

予算額 決算額

実
施
予
定
内
容

《平成30年度の実施予定》
　親の交流拠点、子どもの居場所・遊び場づくりの観点から、子どもやその保護者が
参加できる事業を計画し、実施します。

　親子スポーツ教室、楽しくドッジボール、市民体育祭各地区、巡回スポーツ教室、
健康づくりのつどい、健康スポ・レクフェスタ、出前講座、学校プール開放事業

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 23,000人
平成30年度目標値 ―
平成30年度実績値 23,723人 進捗率 ―
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事
業
名

子どもを対象とする
スポーツ教室など実
施事業
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事
業
名

児童館運営事業
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 286,000人
平成30年度目標値 286,000人
平成30年度実績値 301,502人 進捗率 105.4% 評価

11,807 千円

179,210 千円

　児童館運営事業は、児童の健全育成を図るため、ボラン
ティア・地域と連携しながら、多様な事業を展開し、親の交
流拠点、子どもの居場所・遊び場づくりとしての充実を図る
ものです。
　今後も、子育て支援施設の中心として、児童館３館それぞ
れの特色を活かした運営を進めます。

こども政策課

指標 年間来館者数
現状値（平成25年度） 278,026人

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）286,000人
《平成30年度目標値設定の考え方》
　前年比(H27年度からH28年度伸率)を考慮して算出しています。
《平成30年度の実施予定》
　ボランティア・地域と連携しながら子育て支援施設の中心として、児童館3館それぞ
れの特色を活かした運営を進めます。

実
施
内
容

・春日部第１児童センター(エンゼル・ドーム):エンゼルのまつり、エンゼル秋まつり等　年間来館者154,101人
・春日部第２児童センター(グーかすかべ):東日本大震災復興支援チャリティーフリーマーケット2018、グーかす夏
祭り等　年間来館者90,226人
・庄和児童センター(スマイルしょうわ):スマイル夏祭り、ハロウィンパーティ等　年間来館者57,175人

実
施
内
容

親子スポーツ教室、楽しくドッジボール、市民体育祭各地区、巡回スポーツ教室、健
康づくりのつどい、健康スポ・レクフェスタ、出前講座、学校プール開放事業

予
算

平成30年度

予
算

平成30年度

予算額 決算額

①子どもの居場所づくり
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担当
課

円

担当
課

円

実
施
内
容

・平成30年11月4日（日） 第26回かすかべ郷土かるた大会を開催しました。
・市内小学校3学年を対象に、かすかべ郷土かるたの出前授業を実施しました。

予
算

平成30年度

予算額 84 千円 決算額 44,690
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事
業
名

かすかべ郷土かるた
大会

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　かすかべ郷土かるた大会は、青少年の交流および郷土に対
する意識の醸成を図るものです。
　今後も、青少年の更なる交流を目指して、内容の充実を図
ります。

こども政策課

指標 参加者数
現状値（平成25年度） 777人
目標値（平成31年度） 810人
平成30年度目標値 807人
平成30年度実績値 750人 進捗率 92.9% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）807人
《平成30年度目標値設定の考え方》
　毎年6人(2組)ずつ増加。
《平成30年度の実施予定》
　・平成30年11月4日（日） 第26回かすかべ郷土かるた大会を開催します。
　・市内小学校3学年を対象に、かすかべ郷土かるたの出前授業を実施します。

42,564,109
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事
業
名

ハーモニーフェスタ
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 4,500人
平成30年度目標値 4,500人
平成30年度実績値 4,051人 進捗率 90% 評価 Ａ

　ハーモニーフェスタは、ハーモニー春日部において、男女
共同参画に関するワークショップの開催のほか子育て支援や
子ども主体のワークショップなど、多種多様な催しなどを年
１回数日間にわたり開催するものです。
　今後も、より多くの参加者を得るため積極的に広報活動を
実施します。

市民参加推進課
＜ハーモニー春日部＞

指標 参加者数
現状値（平成25年度） 4,091人

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）　4,500人
《平成30年度の実施予定》
ハーモニーフェスタ2018を国で定める男女共同参画週間（6月）に合わせて実施します。
・内容は、実行委員会を組織し検討します。・開催日:6月18日（月）～24日（日）
・参加者目標数：4,500人
※指定管理者制度による管理・運営のため予算額は年間の指定管理料を記入。

実
施
内
容

・開催日6/18～6/24 基調講演、コンサート、キッズプログラム、展示などの催しもの
　を提供。参加者：4,051人

※決算額（見込み）は、年間の指定管理料を記入。

予
算

平成30年度

予算額 決算額42,565 千円

②地域の活動・交流拠点づくり

53



3-3心豊かに育つ場づくり

担当
課

円

担当
課

円

44,690

0

基
本
施
策
3
‐

3
　
心
豊
か
に
育
つ
場
づ
く
り

97

事
業
名

かすかべ郷土かるた
大会

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 810人
平成30年度目標値 807人
平成30年度実績値 750人 進捗率 92.9% 評価 Ａ

　かすかべ郷土かるた大会は、青少年の交流および郷土に対
する意識の醸成を図るものです。
　今後も、青少年の更なる交流を目指して、内容の充実を図
ります。

社会教育課

指標 参加者数
現状値（平成25年度） 777人

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）　807人
《平成30年度目標値設定の考え方》
　毎年6人（2組）ずつ増加。
《平成30年度の実施予定》
　・平成30年11月4日（日）第26回かすかべ郷土かるた大会を開催します。
　・市内小学校3学年を対象に、かすかべ郷土かるたの出前講座を実施します。

実
施
内
容

・第26回大会に小学生の部212組、中学生の部26組、ファミリーの部12組の合計250組
が出場しました。
・市内全小学3年生を対象にかすかべ郷土かるた教室を開催し、大会前には希望校を対
象にかるた練習を行いました。

予
算

平成30年度

予算額 決算額
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事
業
名

わくわく掲示板
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 250件
平成30年度目標値 250件
平成30年度実績値 74件 進捗率 29.6% 評価 Ｂ

基
本
目
標
3
　
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

　わくわく掲示板は、青少年の豊かな体験活動を進めるた
め、市内の全小中学校に掲示板を設置し、行政、地域団体な
どの情報の周知を行うものです。
　今後も、紹介情報の充実を図り、青少年が多様な体験活動
に参加しやすい環境を作ります。

社会教育課

指標 掲示件数
現状値（平成25年度） 240件

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）　250件
《平成30年度目標値設定の考え方》
　現状値を伸ばした数値（250件）を維持。
《平成30年度の実施予定》
　・掲示板への掲示希望を受け付け、学校へ掲示依頼を行います。

実
施
内
容

・かすかべ郷土かるた大会。親子サイエンスショーについて各校に掲示依頼しまし
た。

予
算

平成30年度

予算額 決算額

②地域の活動・交流拠点づくり

84 千円

― 千円
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事
業
名

土器作り教室
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ―
平成30年度目標値 １回
平成30年度実績値 １回 進捗率 100% 評価 Ａ

　土器作り教室は、親子参加の土器作り教室で製作過程を通
じて、縄文時代の生活を体験すると同時に親子のコミュニ
ケーションを図るものです。
　今後も、参加者数増を目標とするのではなく、年１回の事
業を継続することにより、親子が交流できる場を提供するこ
とを目標とします。

文化財保護課

指標 ―
現状値（平成25年度） ―

実
施
予
定
内
容

《平成30年度の実施予定》
・7月22日（日）：教育センターにて、開講式、土器の成形を行います。
・8月19日（日）：内牧公園にて、土器の野焼き、火熾し体験、勾玉作りを行う。併せ
て、観光振興課と農業振興課との連携により、希望者を対象とした果実の収穫体験を
行う。なお、雨天の場合は、8月26日（日）に順延します。
　以上、2日間で1回の講座とします。

実
施
内
容

・7月22日（日）：開講式、土器の成形（教育センター）
・8月19日（日）：土器の野焼き、火熾し体験、勾玉作り（内牧公園）、収穫体験（近
隣農園）

予
算

平成30年度

予算額 決算額

評価 Ａ

　体験講座（夏季講座も含む）は、わらじやしめ縄作りな
ど、昔ながらの物を親子で一緒に製作して、共通の体験の場
を提供するものです。
　今後も、引き続き、さらに親子が参加しやすい状況に対応
出来るよう、講座内容を検討します。

文化財保護課

指標 実施回数
現状値（平成25年度） 5回

予算額 決算額

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）4回
《平成30年度目標値設定の考え方》実施回数は他の講座の開催日数を考慮して算出。
《平成30年度の実施予定》体験講座として、わらじ編み・ミニぞうり作り・しめ縄作
りを4回、一般市民だけでなく親子参加で行います。
《その他》自由参加の体験ワークショップを12回予定しています。

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 5回
平成30年度目標値 4回
平成30年度実績値 4回 進捗率 100%
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事
業
名

体験講座
（夏季講座も含む）

実
施
内
容

・ 8月 4日（土）わらじ編み
・10月20日（土）ミニぞうり作り
・12月 9日（日）・15日（土）しめ縄作り
・その他　自由参加のワークショップを12回開催しました

予
算

平成30年度

②地域の活動・交流拠点づくり

― 千円

56 千円
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事
業
名

各種体験教室や学習
講座の実施

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 16館
平成30年度目標値 15館
平成30年度実績値 13館 進捗率 86.7%

12館

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）　15館
《平成30年度目標値設定の考え方》
実施か所数については、市内8地区、全館での実施を目標としています。
《平成30年度の実施予定》
　各地区で子ども向け各種体験教室等を計画しているが、実施場所については、第一
館で開催することがほとんどで、第二館での開催がない地区もあります。

実
施
内
容

武里東公民館、藤塚公民館、武里南地区公民館を除く１３館で実施。
季節に応じた、また地域のニーズや特色に合わせた事業展開を図りました。
料理教室、科学教室、キッズフェスタ、子ども会との共催事業、うちまき蝶の観察
会、プログラミングを体験しよう、むかしの遊び教室、星空観察、日本舞踊等
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事
業
名

子ども読書推進事業
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ―
平成30年度目標値 ―
平成30年度実績値 ― 進捗率 ― 評価 Ａ

  子ども読書推進事業は、おはなし会（ストーリーテリング・絵本の読
み聞かせなど）・夏休み工作と絵本の会・クリスマスこども映画会・え
ほんのへや（乳幼児とその保護者向けの絵本の読み聞かせ・わらべうた
など）などの事業を活用し、本と子どもたちを結びつけて心の教育を促
すものです。
　また、ブックトーク（テーマに沿った本の紹介）・学校おはなし会・
調べ学習に対する団体貸出など、学校に対する支援を行うものです。
　今後も、引き続き、おはなし会の小学校などへの広報活動を行い、年
齢の高い子どもの参加向上に努めます。社会教育課

＜中央図書館＞

指標 ―
現状値（平成25年度） ―

実
施
予
定
内
容

《平成30年度の実施予定》
●おはなし会　小さい子（4歳から9歳／中央・武里・庄和　各図書館）毎週土曜日
              大きい子（小学生／中央・武里・庄和　各図書館）第2･4土曜日
●夏休み親子おはなし会
  小さい子（4歳から9歳とその保護者／中央・武里・庄和　各図書館）夏休み期間中の毎週土曜日
  大きい子（小学生とその保護者／中央・武里・庄和　各図書館）夏休み期間中の第2･4土曜日
●えほんのへや（2歳からの親子）中央／第1･3木曜日　武里／第2･4木曜日 ●テーマ展示(中央・武里・庄和各図書
館）定期的にテーマを変えて本の展示をする ●夏休み工作おたのしみ会　（小学生／中央図書館）
●こども司書講座（庄和図書館）

実
施
内
容

指定管理者により、各事業を実施しました。

予
算

平成30年度

予算額 決算額― 千円

②地域の活動・交流拠点づくり

― 千円

　各種体験講座や学習講座の実施は、各公民館において、子
どもたちの価値観の多様化に対応するため、さまざまな体験
活動や学習の機会を提供するものです。
　今後も、事業内容やＰＲ方法を工夫し、より社会性豊かな
人間性を育むことができる体験活動や学習の機会を提供しま
す。

中央公民館

指標 実施か所数
現状値（平成25年度）
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事
業
名

三世代交流事業
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 11,528人
平成30年度目標値 11,200人
平成30年度実績値 7,769人 進捗率 69.3% 評価 Ｂ

　三世代交流事業は、春日部市いきいきクラブ連合会に委託
して、各地域ごとに高齢者と子ども、その親の三世代が軽ス
ポーツやゲームなどのさまざまな活動を通して交流を図るも
のです。また、いきいきクラブ連合会の事業として、エンゼ
ル・ドームなどに高齢者が訪問し、子どもたちと交流しなが
ら子育て支援を行うものです。
　今後も、引き続き、同様に実施します。高齢者支援課

指標 参加人数
現状値（平成25年度） 10,078人

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）11,200人
《平成30年度の実施予定》
　春日部市いきいきクラブ連合会に委託して、各地域ごとに高齢者と子ども、その親
の三世代が軽スポーツやゲームなどのさまざまな活動を通して交流を図ります。ま
た、いきいきクラブ連合会の事業として、子どもたちと交流しながら子育て支援を
行っていきます。

実
施
内
容

　春日部市いきいきクラブ連合会の５６単位クラブが、それぞれの地区で会員、子供
その親が地域の夏祭りや餅つき大会・ビンゴゲーム等を行い交流を図りました。

予
算

平成30年度

予算額 決算額
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事
業
名

老人大学における小
学校連携事業

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 760人
平成30年度目標値 359人
平成30年度実績値 350人 進捗率 97.5% 評価 Ａ

基
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　老人大学における小学校連携事業は、老人大学（ふれあい
大学）の講座の一環として、小学生児童と高齢者との交流を
図ることにより世代間の相互理解を深め、高齢者の豊かな知
識と経験を伝承していく小学校連携講座を実施するもので
す。
　今後も、交流を続け、互いの理解を深めていけるような事
業を実施します。高齢者支援課

指標 参加人数
現状値（平成25年度） 学級閉鎖で未実施（0人）

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）359人
《平成30年度目標値設定の考え方》
　ふれあい大学学生109人　同期会20人　1～2年生200人　なかよし学級30人
《平成30年度の実施予定》
　高齢者大学（ふれあい大学）の講座の一環として、小学生児童と高齢者との交流を
図ることにより世代間の相互理解を深め、高齢者の豊かな知識と経験を伝承していく
小学校連携講座を、平成30年11月13日・21日に実施します。

実
施
内
容

八木崎小学校、桜川小学校の1，2年生とふれあい大学の学生が一緒に、昔の遊びの竹
馬・羽子板・コマ回し・お手玉等を行い交流を図ました。

予
算

平成30年度

予算額 決算額

1,100 千円

― 千円
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事
業
名

地域交流会
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 1,500人
平成30年度目標値 2,400人
平成30年度実績値 2,146人 進捗率 89.4% 評価 Ａ

　地域交流会は、公立保育所の施設を開放し、就学前の子ど
もと保護者に遊び場の提供と入所児童との交流を通して、子
育てを応援するものです。
　今後も、引き続き、内容の見直しや変更などを行い、参加
人数の増加に努めます。

保育課

指標 参加人数
現状値（平成25年度） 1,000人

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）2,400人
《平成30年度目標値設定の考え方》
　昨年度の参加人数を参考に算出しました。
《平成30年度の実施予定》
　公立保育所10か所において、未就学児童を対象に年16回開催します。

実
施
内
容

実施回数　18回　参加人数　2,146人
室内遊び、所庭遊び、身長・体重の測定、保育所生活の見学等

予
算

平成30年度

予算額 決算額
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事
業
名

子育て支援講座の実
施

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 98.0%
平成30年度目標値 95.0%
平成30年度実績値 60.0% 進捗率 63.2% 評価 Ｂ

　子育て支援講座は、父親の育児参加を促すために、春日部
地区助産師会と共催し、地域における子育てサービスなどの
ネットワークの形成を目的に、年１回半日の講座を開催する
ものです。
　今後も、春日部地区助産師会と共催で子育て支援講座家族
編を開催し、男女の協力による子育てを推進します。

市民参加推進課
＜ハーモニー春日部＞

指標 受講率
現状値（平成25年度） 95.0%

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）95.0％
《平成30年度の実施予定》子育て支援講座家族編の実施
目的：母親だけに偏りがちな子育てについて父親にも考えてもらうきっかけとしたい。また、参加者同
士で子育ての悩みを話したり、エクササイズをすることで、心身ともにリフレッシュしてもらいます。
・実施日：9月　　※日時未定、期間：1日 ・募集：20組　　・対象：6か月未満の子を持つ保護者
・講師：春日部地区助産師会
※指定管理者制度による管理・運営のため予算額は年間の指定管理料を記入。

実
施
内
容

・9/2(日）募集：20組　参加：12組 31人　講師：春日部地区助産師2名

※決算額（見込み）は、年間の指定管理料を記入。

予
算

平成30年度

予算額 決算額

基
本
目
標
3
　
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

― 千円

42,565 千円
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3-3心豊かに育つ場づくり

担当
課

円

担当
課

円

42,564,109

47,432

Ａ

実
施
内
容

・国や県などで作成した啓発用のポスターを掲示。

※決算額（見込み）は、年間の指定管理料を記入。

予
算

平成30年度

予算額 決算額

　子育て意識啓発ポスターなどの掲示は、館内外の掲示物を
利用し、虐待防止や父親の育児参加を促すポスターなどによ
り、子育て意識の啓発をするものです。
　今後も、国や県などで作成した子育てなどの啓発ポスター
を掲示し、より積極的に啓発活動を実施します。

市民参加推進課
＜ハーモニー春日部＞

指標 掲示回数
現状値（平成25年度） 7回

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）10回
《平成30年度の実施予定》
　子育て意識をより積極的に啓発活動をするために、国や県などで作成した啓発用の
ポスターを掲示します。
・年10回

※指定管理者制度による管理・運営のため予算額は年間の指定管理料を記入。

基
本
目
標
3
　
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

基
本
施
策
3
‐

3
　
心
豊
か
に
育
つ
場
づ
く
り

107

事
業
名

子育て意識啓発ポス
ターなどの掲示

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 12回
平成30年度目標値 10回
平成30年度実績値 10回 進捗率 100% 評価

基
本
目
標
3
　
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

基
本
施
策
3
‐

3
　
心
豊
か
に
育
つ
場
づ
く
り

108

事
業
名

子育てサロン
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 24回
平成30年度目標値 24回
平成30年度実績値 24回 進捗率 100% 評価 Ａ

　子育てサロンは、あしすと春日部や公民館などの公共施設
において、子育て中の親子が集う場で、簡単な遊びを通じて
参加者の交流を図るものです。
　今後も、引き続き、事業の周知を図り、それぞれの特色を
いかした事業展開を進めます。

生活支援課

実施回数（あしすと春日部・武里市民センター）
現状値（平成25年度） 24回

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）24回
《平成30年度目標値設定の考え方》
　あしすと春日部、武里市民センターで、それぞれ月1回実施しています。
《平成30年度の実施予定》
　あしすと春日部、武里市民センターで、それぞれ月1回実施しており、年24回開催の
予定。

実
施
内
容

・あしすと春日部　　月1回　計12回実施
・武里市民センター　月1回　計12回実施

予
算

平成30年度

予算額 決算額104 千円

42,565 千円

指標

④つながりの輪づくり
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担当
課

円

担当
課

円

基
本
目
標
3
　
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

基
本
施
策
3
‐

3
　
心
豊
か
に
育
つ
場
づ
く
り

108

事
業
名

子育てサロン
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

Ａ

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）　95回
《平成30年度目標値設定の考え方》
　実施回数については、9公民館で実施しています。
《平成30年度の実施予定》
　7公民館で毎月1回、正風館は奇数月で年6回、武里地区公民館で年5回の実施予定。

実
施
内
容

　内牧南、豊春地区、豊春第二、幸松地区、豊野地区、藤塚、武里南地区の7公民館で
毎月1回実施。正風館は奇数月で年6回、武里地区は年5回実施。
延べ1,777名参加。

予
算

平成30年度

予算額 決算額

平成30年度実績値 95回 進捗率 100% 評価

― 千円 87,000

　子育てサロンは、あしすと春日部や公民館などの公共施設
において、子育て中の親子が集う場で、簡単な遊びを通じて
参加者の交流を図るものです。
　今後も、引き続き、事業の周知を図り、それぞれの特色を
生かした事業展開を進めます。

中央公民館

指標 実施回数（公民館）
現状値（平成25年度） 69回
目標値（平成31年度） 75回
平成30年度目標値 95回

実
施
内
容

実施回数：24回
・あしすと春日部実施回数：12回
・武里市民センター実施回数：12回

基
本
目
標
3
　
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

基
本
施
策
3
‐

3
　
心
豊
か
に
育
つ
場
づ
く
り

108

事
業
名

子育てサロン
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 24回
平成30年度目標値 24回
平成30年度実績値 24回 進捗率 100% 評価 Ａ

　子育てサロンは、あしすと春日部や公民館などの公共施設
において、子育て中の親子が集う場で、簡単な遊びを通じて
参加者の交流を図るものです。
　今後も、引き続き、事業の周知を図り、それぞれの特色を
活かした事業展開を進めます。

43 千円 42,240

こども相談課

指標 実施回数（あしすと春日部・武里市民センター）
現状値（平成25年度） 24回

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）24回
《平成30年度目標値設定の考え方》各会場での開催回数予定
《平成30年度の実施予定》
  武里市民センターやあしすと春日部において、育児中の親子を対象に簡単な遊びを
通じて参加者の交流を図るとともに、主任児童委員や助産師、家庭児童相談員等との
相談により、育児不安やストレスの解消を図ります。事業の日程は、子育て情報メー
ル、広報かすかべ、ちらし等で周知をします。

予
算

平成30年度

予算額 決算額

④つながりの輪づくり
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3-3心豊かに育つ場づくり

担当
課

円0

進捗率 94.8% 評価 Ａ

実
施
内
容

　広報・ホームページ・オラナビ等で積極的に周知しました。
「赤ちゃんの駅」登録施設数73施設。

予
算

平成30年度

予算額 決算額

基
本
目
標
3
　
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

基
本
施
策
3
‐

3
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づ
く
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事
業
名

赤ちゃんの駅
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　赤ちゃんの駅は、乳幼児をもつ保護者の子育てを支援する
取組の一環として、外出中の親子が、授乳やおむつ替えが必
要になったときに、気軽に立ち寄れるような場所を提供する
ため、公共施設や民間施設を登録しているものです。
　今後も、引き続き制度や設置場所の周知を図り、民間施設
の登録数の増加を促進します。

こども政策課

指標 登録施設数
現状値（平成25年度） 62施設
目標値（平成31年度） 84施設
平成30年度目標値 77施設
平成30年度実績値 73施設

実
施
予
定
内
容

（平成30年度目標値）77施設
《平成30年度目標値設定の考え方》
　登録施設数については、増加の状況を考慮し算出。
《平成30年度の実施予定》
　広報や市公式ホームページ・オラナビ等で、施設の周知を図ります。

― 千円

④つながりの輪づくり
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